
事業部門

Ⅰ． 公益目的事業

1 学生の修学の奨励および育英、医学に関する調査・研究・学術交流助成事業　

(1) 奨学金事業（定款第4条第2項該当事業）

前途ある学生の修学機会を広げる為、大阪大学医学生等の支援を行った。

①学友会奨学金 就学にあたり経済的支援を必要とする学部学生・大学院生15名に各々20万円を支給した。

2001年から2022年までの採択数　学部生236名、大学院生170名

　(※大学院生の受給要件に医師免許なし → すべて大阪大学医学部以外の学部出身者)

2011年から2022年までの採択数　学部生160名

(2) 地域医療に関する研究助成金（定款第4条第1項該当事業）

地域医療に貢献している病院・施設において研究に携わる若手医師あるいは研究者(個人またはｸﾞﾙｰﾌﾟ）に対する

研究助成金として、3名の研究者に1件50万円を支給した。

倉橋知英

宮﨑友希

清水豪士

2000年から2022年までの採択数　90名(うち、大阪大学以外の大学出身採択者21名）

(3) 国際学術交流助成金（定款第4条第3項該当事業）

外国で行われる国際学会等において成果発表をする若手研究者の渡航費用支援として、10名の研究者に対し、

地域により12万円〜22万円の助成金を総計177万円支給した。

2009年から2022年までの採択数　155名(うち、大阪大学以外の大学出身採択者79名。2020〜2021年度は対象者なし）

2 地域医療の向上・ネットワーク機能強化・人材交流事業

(1) シンポジウムの開催（定款第4条第4項該当事業）

医療関係者向けに「大阪大学のCOVID-19への取り組み」をテーマに開催。

2022年10月7日(金)　大阪大学銀杏会館3階：阪急・三和ホールにて

忽那 賢志 先生（大阪大学教授、CiDER人材育成部門）

中込 咲綾 先生（大阪大学特任准教授、微生物病研究所）

コーディネーター

(2) 銀杏メディカルネットの運営（定款第4条第6項該当事業）
地域医療のネットワーク機能強化および人材交流の活性化のため、銀杏メディカルネット通信の送信およびホームページにて、

医療関係者向けに病院・研究施設の情報を提供した。

3 医学医療に関する情報の普及・啓発事業

(1) 学術誌の発行事業（定款第4条第5項該当事業）

会員・地域病院などに配布（2022年12月発行）

総会特別講演 腸管の恒常性維持機構―腸内細菌と宿主の相互作用機構― 竹田 潔（大阪大学教授、免疫制御学）

シンポジウム講演 大阪大学のCOVID-19への取り組み 本報告書、2(1)に記載

①皮膚科領域治療の最近の動向 藤本　学（大阪大学教授、皮膚科学）

②アトピー性皮膚炎の皮膚マイクロバイオームと病原細菌クオラム

センシング
松岡悠美（大阪大学准教授、免疫学フロンティア研究センター　皮膚免疫学）

③乾癬治療の進歩 渡辺　玲（大阪大学寄附講座准教授、アレルギー免疫疾患統合医療学）

④皮膚悪性腫瘍 種村　篤（大阪大学准教授、皮膚科学）

⑤表皮水疱症治療に対する再生誘導医薬開発 玉井克人（大阪大学寄附講座教授、再生誘導医学）

⑥母斑症 金田眞理（大阪大学寄附講座教授、神経皮膚症候群の治療法の開発と病態解析学）

公益社団法人　医学振興銀杏会　

自2022年（令和4年）4月1日 至2023年（令和5年）3月31日

脳動脈瘤に対する低パルスコート下コイル塞栓術による被曝低減の試み

慢性肝疾患患者におけるサルコペニア発生に寄与する因子および亜鉛投与のサルコペニア発生への影響に関する検討

脳波データに深層学習アルゴリズムを適用した認知症患者の識別技術の検証と識別技術のパッチ式脳波計への応用

②岸本基金奨学助成金　成績優秀で、将来に高い志を有する学部学生に対し、1年次〜6年次の12名に各々月額5〜10万円を支給した

樂木宏実 (大阪大学教授、老年・総合内科学)、忽那賢志（大阪大学教授、CiDER人材育成部門）

大竹 文雄 先生（大阪大学特任教授 、CiDER副拠点長）

竹田 潔 先生（大阪大学教授 、CiDER感染症・生体防御研究部門）

太田 悦子 師長(感染制御部副部長/看護師長、感染管理認定看護師)

講演者

生涯教育講座

「皮膚科領域の最

新治療」



公益社団法人　医学振興銀杏会　

自2022年（令和4年）4月1日 至2023年（令和5年）3月31日

①住む街・職場・社会・グローバルヘルスのサイエンスと人材育成

と街づくり：Lab in community
中田　研（大阪大学教授、スポーツ医学）

②グローバルヘルスに向けたアジア連携活動 中谷大作（大阪大学准教授、国際未来医療学）

③身体活動と健康：Exercise in Medicine 金本隆司（大阪大学講師、スポーツ医学）

④大阪大学によるトップアスリートの科学的支援-東京オリンピッ

ク日本代表選手の身体活動評価-
小笠原　一生（大阪大学助教、運動制御学）

⑤大学生のスマートヘルスリテラシー：健康・スポーツ教育科目に

おけるクラス横断型教育コンテンツ
近田彰治（大阪大学助教、運動制御学）

地域医療に関する研究助成成果報告ほか

(2) 医学伝習に関する歴史と伝統を学ぶ研修事業（定款第4条第4項該当事業）

(3) 学術行事への助成事業（定款第4条第4･7項該当事業）

　　 中之島祭で開催される医学シンポジウム・展示の支援に30万円を支給した。

Ⅱ． その他事業（相互扶助等事業）

会員の交流を活性化することにより、会員間の医学医療の知識や意見の交換を通して、地域医療や医学の振興発展に

寄与するため以下の事業を行った。

1 広報誌発行事業（定款第4条第5項該当事業）

年3回（5月･9月･1月）発行し、会員・各大学などに配布した。

2 会員交流助成事業（定款第4条第8項該当事業）

　　 医学部卒業生の支援として10万円を支給した。

管理部門

Ⅰ． 法人管理

1 総会の開催 定時社員総会　2022年5月28日(土)書面決議にて

2 理事会の開催

定例理事会 2022年4月22日(金)、2023年3月10日(金)

みなし理事会

Ⅱ． 会員データの管理と整備

Ⅲ． 情報公開（ホームページにて）

附属明細書

事業における重要な事項は2022年度事業報告に掲載されており、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に規

定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」は特にない

2022年5月20日、6月24日、7月22日、9月9日、11月25日、12月23日

2023年1月21日、2月24日

医学部新入学生の修学意識向上を目的に、大阪における医学伝習に関する史跡等の紹介と医学史講義を行った。

2022年4月9日(土)適塾(大阪市中央区北浜3-3-8）およびエル大阪会議室（大阪市中央区北浜東3-14）にて実施

特集

「生きがいを育む

社会の創造：健康

×スポーツの

グローバル

アプローチ」














































